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 これらの結果から、広塩性魚類の食道は、淡水中では PRL とコルチゾルが上皮の細胞増殖を誘
導し透過性の低い多層上皮となるが、海水順応時にはコルチゾルがアポトーシスを誘導し単層上
皮となり透過性が高まることが明らかになった。 






















 一方、骨のモデルであるウロコの培養系に PRL を添加すると、造骨活性が促進され破骨活性が
抑制された。PRL による破骨活性の制御は、同属の成長ホルモンやソマトラクチンでは認めらな
かった。このような PRL やグルココルチコイドの細胞増殖／アポトーシス制御は、適応、免疫、
変態などを通した普遍的な機能と考えられる。 
 以上のように本研究では、広塩性魚類における浸透圧調節ホルモンの作用機序に関して、重要
な新知見が得られている。よって、本論文は博士（理学）の学位に値するものと認める。 
